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プレゼンサマリー

都市郊外の住宅地におけるコミュニティを再考する。分断された街区の中、家ごとに関係が切れている戸建て住宅。かつて共有していた炊事場の
喪失がコミュニティのつながりを希薄にしてしまったのかもしれない。そこでその裏側に40坪の共有炊事場をつくり、食のシェアから人と人を
つなげ、共同生活意識を高めるきっかけとした。

（プレゼンテーションより抜粋）

審査員コメント

・単身の高齢者など手助けが必要な人たちが住むという状況なら成り立つかもしれない。高齢化する郊外で横につながりを広げていく
可能性はある。（ 山本理顕 ）

・ここに住む家族像をどうイメージしたのかが具体的になるとよい。
（ 千葉学 ）

・一般的な住宅からスタートするのではなく、住宅の機能やつながりを強化していくための前提条件を整理すると、評価が違ってきたと思う。
（ 西村達志 ）
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